
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　和田 　武
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

8/15
2020年第1370号

　

新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
急
拡

大
し
て
い
る
。

医
療
崩
壊
に
行

き
着
く
の
は
時
間
の
問
題
だ

ろ
う
。
第
１
波
で
政
府
は
経

済
的
補
償
も
無
い
ま
ま
、
緊

急
事
態
宣
言
を
発
令
し
、
自

粛
や
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を
呼
び

掛
け
た
。
社
会
的
・
経
済
的

影
響
を
考
え
れ
ば
、
再
度
の

緊
急
事
態
宣
言
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

感
染
拡
大
の
一
方
で
、
政

府
の
対
策
の
ち
ぐ
は
ぐ
さ
が

際
立
っ
て
い
る
。「
Ｇ
Ｏ　

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
と
い
う
怪

し
げ
な
事
業
を
見
切
り
発
車

し
て
き
た
が
、
一
度
立
ち
止

ま
る
べ
き
だ
。

　

政
府
の
対
策
が
後
手
に
回

る
中
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
政
治

利
用
す
る
大
都
市
の
首
長
が

マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
す
。
吉

村
大
阪
府
知
事
は
製
薬
ベ
ン

チ
ャ
ー
と
提
携
し
た
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
治
験
開
始
で
耳

目
を
さ
ら
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン

開
発
は
困
難
だ
と
い
う
意
見

や
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗

体
が
短
期
間
で
消
失
す
る
と

い
う
研
究
も
あ
る
な
か
、
単

純
に
は
期
待
で
き
な
い
。

　

今
、
必
要
な
の
は
検
査
体

制
を
拡
充
し
、
感
染
拡
大
を

抑
止
す
る
手
立
て
や
、
医
療

崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
体
制
の

充
実
で
は
な
い
の
か
。（
Ｉ
）

コ
ロ
ナ
対
策
強
化
で
経
営
守
り

「
保
険
で
良
い
歯
科
」
の
発
展
を

19
年
度
決
算
・
20
年
度
予
算
を
可
決

第56回評議員会

すべての議案を全会一致で可決した第56回評議員会
＝７月26日、Ｍ＆Ｄホール 　　　　　　　　　　　

　

協
会
は
第
56
回
通
常
評
議
員
会
を
７
月
26
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
２
０
１
９
年
度
決
算
・
20
年
度
予

算
等
の
３
議
案
す
べ
て
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
か
ら
国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
」
の
発
展
を
呼
び
掛
け
る
決
議
を
採
択
し
た

（
３
面
に
全
文
）。
平
川
光
彦
氏
が
議
長
、
張
村
善
紀

・
南
端
理
伸
両
氏
が
副
議
長
を
務
め
た
。
理
事
17
人
、

評
議
員
27
人
が
出
席
し
た
。

　

小
澤
力
理
事
長
が
２
０
１

９
年
度
の
活
動
報
告
と
20
年

度
の
重
点
課
題
に
つ
い
て
報

告
。
４
月
の
診
療
報
酬
改
定

に
対
し
て
、
▽
低
歯
科
診
療

報
酬
の
是
正
▽
患
者
窓
口
負

担
の
軽
減
等
を
求
め
る
「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の
署

名
―
―
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
紹
介
し
、
金
パ
ラ
逆

ザ
ヤ
問
題
や
不
合
理
な
診
療

報
酬
、
歯
科
技
工
士
危
機
、

歯
科
衛
生
士
の
雇
用
問
題
な

ど
の
改
善
に
引
き
続
き
取
り

　

衛
生
用
品
が
不
足
す
る

中
、
国
が
医
療
機
関
等
に

無
償
提
供
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｅ

（
個
人
防
護
具
）は
、各
地

の
保
健
所
を
通
じ
て
地
域

の
歯
科
医
師
会
な
ど
が
配

布
し
て
い
る
。
地
域
に
よ

っ
て
配
布
対
象
と
な
る
歯

科
医
療
機
関
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
た
め
、
未
配
布
の

歯
科
医
療
機
関
が
あ
る
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
歯
科
医
療
機
関

は
、
ま
ず
は
管
轄
す
る
保

健
所
に
配
布
す
る
よ
う
問

い
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

組
む
こ
と
を
表
明
し
た
。

住
民
投
票
に
反
対

　

次
期
総
会
ま
で
の
運
動
方

針
に
つ
い
て
小
澤
理
事
長

は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

強
化
②
「
大
阪
都
構
想
」
の

住
民
投
票
へ
の
反
対
③
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
へ
の
反
対
④
患

者
窓
口
負
担
増
へ
の
反
対
―

―
を
提
案
し
た
。

　

最
後
に
小
澤
理
事
長
は
、

協
会
が
21
年
４
月
18
日
に
結

成
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に

触
れ
、「
歯
科
保
険
医
の
経

営
と
生
活
と
国
民
の
受
療
権

を
守
る
た
め
引
き
続
き
全
力

を
尽
く
す
。
協
会
活
動
の
発

展
の
た
め
に
財
政
の
安
定
化

を
進
め
た
い
。
協
会
活
動
に

対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
訴
え
た
。

質
疑
応
答

　

三
井
泰
正
副
理
事
長
が
、

第
１
号
議
案
２
０
１
９
年
度

決
算
案
、
第
２
号
議
案
２
０

１
９
年
度
収
支
差
額
処
理

案
、
第
３
号
議
案
２
０
２
０

年
度
予
算
案
を
提
案
し
、
い

ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

討
論
で
は
、
福
西
啓
八
評

議
員
（
西
区
）
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
化

に
つ
い
て
「
情
報
漏
洩
の
際

に
医
療
機
関
の
管
理
責
任
が

問
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
」

と
懸
念
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
わ
る

協
会
機
関
紙
の
報
道
姿
勢
が

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
を
激
励
し

て
い
る
と
評
価
し
た
。

　

松
本
博
評
議
員
（
淀
川

区
）
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
と
し

て
期
間
限
定
の
会
費
値
下
げ

や
免
除
に
つ
い
て
理
事
会
で

検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
質
し
た
。

　

小
澤
理
事
長
が
答
弁
し
、

過
日
の
理
事
会
で
会
費
免
除

や
減
額
は
行
わ
な
い
こ
と
を

決
定
し
た
と
説
明
し
、「
運

動
を
強
め
る
こ
と
で
支
援
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響

で
患
者
が
受
診
を
控
え
、
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
協
会
は
過
度
な
受
診

の
手
控
え
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
の
院
内
掲
示
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。
今
号
に
同
封
し
、
全
会
員

に
届
け
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
「
治
療
を
中
断
す
る
前
に
主
治
医

と
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
し
、
歯
科
治
療
の
重
要

性
を
解
説
。
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
も
紹
介
し
て
い
る
。
協
会
は
各
医
院
で
の
活

用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

国の責任で医療機関へ
緊急の財政措置を

コロナ禍の過度な受診手控えに警鐘

保健所に配布を求めよう

　

国
提
供
の
Ｐ
Ｐ
Ｅ
が
配
布
さ
れ
な
い
大
阪
府
内
の

歯
科
医
療
機
関
に
対
し
、
府
の
委
託
を
受
け
協
会
が

一
部
配
布
に
協
力
す
る
。
ま
ず
は
配
布
予
定
の
有
無

を
所
管
す
る
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
、
配
布
予
定
が

な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、協
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

協
会
の
配
布
は
協
会
会
員
・
非
会
員
を
問
い
ま
せ

ん
。
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
電
話
（
06
―
６
５

６
８
―
７
７
３
１
）

【
配
布
内
容
】

Ａ
セ
ッ
ト

・
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ガ
ウ
ン　

20
枚

・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド　

20
枚

・
グ
ロ
ー
ブ　

１
０
０
枚
（
サ
イ
ズ
指
定
不
可
）

Ｂ
セ
ッ
ト

・
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ガ
ウ
ン　

40
枚

・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド　

40
枚

Ａ
セ
ッ
ト
と
Ｂ
セ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
１
セ
ッ
ト
を
選

択【
受
け
渡
し
方
法
】

事
前
に
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
当
会
事
務
所

へ
直
接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
郵
便
（
送
料
千
円
）

で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

配布されない先生は協会へご相談を

国
提
供
の
Ｐ
Ｐ
Ｅ

地
域
で
対
応
に

ば
ら
つ
き　
　

院
内
掲
示
ポ
ス
タ
ー
を

活
用
く
だ
さ
い

今号に同封

　協会は、新型コロナ感染
症拡大による医療機関の減
収分を補填するための、国
の責任による迅速かつ大規
模な財政措置を求める会員
署名に取り組んでいる。

今
号
に
同
封

会員署名のお願い

医療従事者等慰労金の申請
【給付対象】
① 新型コロナ感染症患者が確認された１月29日～
６月30日に、延べ10日以上歯科診療所に勤務し
ており、
② 患者との接触を伴う医療従事者（院長を含む歯
科医師・歯科衛生士・歯科助手等）や受付事務等、パート・アルバ
イトを含む全職員（勤務形態は問わない）
　 なお、複数の医療機関で勤務するパート・アルバイト従業員は「主
たる勤務地」で給付を申請する。
【給付額】
１人につき５万円（１回限り）※同慰労金は源泉所得税非課税扱い
【申請書のダウンロード】
インターネットで「大阪府の申請書等様式について」で検索し、「新
型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金交付事業」をクリック
【申請書提出】
「オンライン請求システム」「WEB申請受付システム」「電子媒体（Ｃ
Ｄ―R）」―による提出の３種類が基本。大阪府慰労金申請様式（エ
クセルファイル）をダウンロードし、必要事項をシートに入力後、
「提出用ファイル」を大阪府国民健康保険団体連合会に提出する。医
療機関は、補助事業の完了後に大阪府へ実績を報告する。
【申請期間】
８月15日～31日、９月15日～30日

　本紙８月15日付は同５日付
と合併して発行しました。
　協会は13～16日まで夏季休
務となります。

お知らせ


